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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

旋旋盤盤  フフラライイスス盤盤  

ボボーールル盤盤  シシャャーーリリンンググ  

ココンンタターーママシシンン  ババイイスス  

ココンンププレレッッササーー  直直流流電電源源装装置置  

オオシシロロススココーーププ他他  電電気気測測定定機機器器    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

【【機機械械加加工工，，実実技技指指導導】】  

機機械械実実習習初初心心者者ににもも安安全全でで分分かかりりややすすいい，，座座学学ややテテキキスストトでではは学学習習ででききなないい経経験験的的知知識識（（暗暗黙黙知知））をを意意識識ししたた

実実技技指指導導をを行行っってていいるる。。同同時時にに機機械械切切削削加加工工ででのの各各種種測測定定工工具具等等のの実実用用使使用用法法，，取取扱扱法法のの指指導導をを行行っってていいるる..  

ささららにに，，各各種種工工作作機機械械をを利利用用しし実実験験装装置置，，実実習習補補助助具具等等のの製製作作もも行行っってていいるる。。      

【【電電子子工工作作,,  弱弱電電工工事事,,  知知能能機機械械，，ロロボボッットト】】  

機機械械をを動動かかすすたためめのの電電気気複複合合技技術術..  組組込込みみ型型ママイイココンン，，ププロロググララミミンンググをを含含むむ電電子子工工作作かからら，，軽軽微微なな低低圧圧電電気気

工工事事ままででのの機機械械電電気気制制御御のの技技術術指指導導をを行行っってていいるる..  

ププロロググララムム学学習習用用ロロボボッットトのの開開発発でではは，，部部品品加加工工，，電電子子回回路路設設計計，，ププリリンントト基基板板設設計計，，組組みみ立立ててままでで電電気気，，機機械械

総総合合的的なな製製作作をを行行うう..  

【【エエココラランン技技術術指指導導】】  

エエココラランン競競技技車車両両((ガガソソリリンン消消費費・・燃燃費費競競争争))のの設設計計・・製製作作,,研研究究支支援援依依頼頼製製作作等等をを行行っってていいるる..  ささららにに,,  EEVV 部部門門

（（使使用用電電気気量量・・電電費費競競争争））ででのの参参加加をを予予定定..  

  

                  

      

        

        

        

        

        

        

        

  

                                                              

        

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

暗黙知を意識した機械工作実習の実施. 

 

氏氏名名：：      北北川川  浩浩和和／／KKIITTAADDAAWWAA  HHiirrookkaazzuu  EE--mmaaiill：：  
kkiittaaggaawwaa@@ffuukkuuii..kkoosseenn--

aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術長長  学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本工工学学教教育育協協会会  

キキーーワワーードド：：  機機械械加加工工，，汎汎用用工工作作機機械械，，エエンンジジンン分分解解組組立立てて、、電電子子工工事事，，電電気気工工作作，，組組込込みみ型型ママイイココンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・機機械械実実習習工工場場にに設設置置さされれてていいるる汎汎用用，，ＮＮＣＣ旋旋盤盤，，工工作作機機械械をを利利用用ししたた各各種種機機械械加加工工，，実実験験

装装置置製製作作。。  

・・実実用用電電子子回回路路設設計計，，ププリリンントト基基板板製製作作，，電電子子工工作作かからら軽軽微微なな弱弱電電工工事事ままででのの実実用用作作業業。。  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

  

【【光光フファァイイババをを応応用用ししたた等等方方的的３３次次元元特特性性ををももつつ変変位位計計】】  

光光フファァイイババ変変位位計計３３組組をを応応用用しし，，球球にに対対すするる XXYYZZ 方方向向((３３次次元元))感感度度がが等等方方的的なな変変位位セセンンササをを開開発発ししまますす。。現現在在，，幾幾

何何光光学学にに基基づづくくシシミミュュレレーーシショョンンにによよりり，，光光学学変変位位セセンンササのの特特性性をを研研究究ししてていいまますす（（図図１１））。。高高感感度度かかつつ等等方方的的３３次次

元元特特性性ををももつつ光光学学変変位位セセンンササのの実実現現にによよりり，，方方向向依依存存のの測測定定誤誤差差ををナナノノメメーートトルルオオーーダダーーままでで小小ささくくででききるる可可能能性性

ががあありりまますす。。応応用用例例ととししてて，，三三次次元元座座標標測測定定機機ののタタッッチチププロローーブブのの研研究究をを行行っっててききままししたた（（図図 22））。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

図図 11..  反反射射光光線線のの幾幾何何光光学学的的なな導導出出                              図図 22..  33DD タタッッチチププロローーブブ（（応応用用例例））  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

光光フファァイイババをを応応用用ししたた等等方方的的３３次次元元特特性性ををももつつ変変位位計計にに関関すするる研研究究  

 

氏氏名名：：      北北野野  公公崇崇／／KKIITTAANNOO  KKiimmiittaakkaa  EE--mmaaiill：：  kkiittaannoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術職職員員  学学位位：：  修修士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  精精密密工工学学会会  

キキーーワワーードド：：  光光フファァイイババ変変位位計計,,  ３３次次元元特特性性,,  等等方方性性  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・光光フファァイイババ変変位位計計のの高高感感度度化化・・設設計計・・試試作作  

・・各各測測定定対対象象形形状状にに対対すするる光光フファァイイババ変変位位計計のの特特性性シシミミュュレレーーシショョンン  

・・三三次次元元座座標標測測定定機機用用タタッッチチププロローーブブのの寸寸法法測測定定誤誤差差低低減減方方法法のの提提案案  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

  

【【光光フファァイイババをを応応用用ししたた等等方方的的３３次次元元特特性性ををももつつ変変位位計計】】  

光光フファァイイババ変変位位計計３３組組をを応応用用しし，，球球にに対対すするる XXYYZZ 方方向向((３３次次元元))感感度度がが等等方方的的なな変変位位セセンンササをを開開発発ししまますす。。現現在在，，幾幾

何何光光学学にに基基づづくくシシミミュュレレーーシショョンンにによよりり，，光光学学変変位位セセンンササのの特特性性をを研研究究ししてていいまますす（（図図１１））。。高高感感度度かかつつ等等方方的的３３次次

元元特特性性ををももつつ光光学学変変位位セセンンササのの実実現現にによよりり，，方方向向依依存存のの測測定定誤誤差差ををナナノノメメーートトルルオオーーダダーーままでで小小ささくくででききるる可可能能性性

ががあありりまますす。。応応用用例例ととししてて，，三三次次元元座座標標測測定定機機ののタタッッチチププロローーブブのの研研究究をを行行っっててききままししたた（（図図 22））。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

図図 11..  反反射射光光線線のの幾幾何何光光学学的的なな導導出出                              図図 22..  33DD タタッッチチププロローーブブ（（応応用用例例））  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

光光フファァイイババをを応応用用ししたた等等方方的的３３次次元元特特性性ををももつつ変変位位計計にに関関すするる研研究究  

 

氏氏名名：：      北北野野  公公崇崇／／KKIITTAANNOO  KKiimmiittaakkaa  EE--mmaaiill：：  kkiittaannoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術職職員員  学学位位：：  修修士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  精精密密工工学学会会  

キキーーワワーードド：：  光光フファァイイババ変変位位計計,,  ３３次次元元特特性性,,  等等方方性性  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・光光フファァイイババ変変位位計計のの高高感感度度化化・・設設計計・・試試作作  

・・各各測測定定対対象象形形状状にに対対すするる光光フファァイイババ変変位位計計のの特特性性シシミミュュレレーーシショョンン  

・・三三次次元元座座標標測測定定機機用用タタッッチチププロローーブブのの寸寸法法測測定定誤誤差差低低減減方方法法のの提提案案  
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